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企画展

開館時間：	午前９時 30分～午後５時（入館は午後４時 30分まで）
休  館  日：	毎週月曜日（７月 15日、８月 12日は開館、翌日休館）
入  場  料：	一般／ 1,000（800）円
	 	 高校・大学生、65歳以上／ 700（560）円
	 	 ※（　）内は 20名以上の団体料金
	 	 ※中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料

主　　催：郡山市立美術館
企画協力：株式会社コンタクト、平間写真館 TOKYO
協　　力：タワーレコード株式会社、富士フイルム株式会社

2024 年７月６日（土）～８月 25日（日）
「平間至展 写真のうた -PHOTO SONGS-」

　
「＇
音
楽
＇
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
躍
動

感
の
あ
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」。
写
真
家
・
平

間
至
（
１
９
６
３
―
）
は
、
１
９
９
０
年
代

に
こ
う
評
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
。
そ
の
影

響
力
は
大
き
く
、
タ
ワ
ー
レ
コ
ー
ド
の
「N

O
 

M
U

SIC, N
O

 LIFE.

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
音
楽

雑
誌
な
ど
で
多
彩
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
撮
り

続
け
、
30
年
以
上
第
一
線
で
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ー

ン
を
牽
引
す
る
。

　

宮
城
県
塩
竈
市
の
写
真
館
の
３
代
目
と
し

て
生
ま
れ
る
が
、
音
楽
を
愛
す
る
祖
父
や
父

の
影
響
の
も
と
、
物
心
つ
い
た
時
に
は
音
楽

と
写
真
の
ど
ち
ら
も
ご
く
身
近
な
存
在
だ
っ

た
と
い
う
。
中
校
時
代
に
は
、
パ
ン
ク
音
楽

と
の
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
し
、
自
ら
も

楽
器
を
奏
で
る
。
平
間
に
と
っ
て
、「
写
真
と

音
楽
」
は
分
か
ち
難
い
普
遍
的
な
テ
ー
マ
だ
。

動
く
被
写
体
の
撮
影
方
法
で
他
と
一
線
を
画

す
の
は
、
平
間
自
身
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に

合
わ
せ
て
縦
横
無
尽
に
動
き
な
が
ら
撮
影
す

る
ス
タ
イ
ル
。
こ
こ
か
ら
被
写
体
と
の
一
期

一
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
平
間
と

数
々
の
仕
事
を
共
に
す
る
郡
山
市
出
身
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
箭
内
道
彦
は
、

あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
平
間
の
撮
影

が
音
楽
や
ラ
イ
ブ
に
通
じ
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

平
間
至
の
全
貌
に
迫
ろ
う
と
す
る
「
平
間
至

展　

写
真
の
う
た　

-PH
O

TO
 SO

N
G

S- 

」
に

は
、
平
間
の
初
期
作
品
を
は
じ
め
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
撮
っ
た
選
り
す
ぐ
り
の
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
群
、
さ
ら
に
ダ
ン
サ
ー
・
田
中
泯
を
撮
っ
た

「
場
踊
り
」
の
シ
リ
ー
ズ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

田
中
は
長
き
に
渡
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
＇
場
を
＇

即
興
で
踊
る
「
場
踊
り
」
を
真
摯
に
重
ね
て

き
た
。
平
間
は
２
０
０
７
年
に
塩
竈
に
田
中

を
招
き
、「
場
踊
り
」
を
撮
影
し
た
。
全
て
の

も
の
と
一
体
と
な
り
、
風
景
の
一
部
と
化
し

た
田
中
の
踊
り
の
内
側
で
平
間
は
共
振
し
続

け
る
。
二
度
と
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
る
「
場

踊
り
」
の
撮
影
は
、
そ
の
後
も
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
展
で
は
、
確
か
な
技
術
に
裏
打
ち

さ
れ
た
銀
塩
プ
リ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
自
ら
の

心
象
風
景
を
提
示
し
た
「
心
景
」
シ
リ
ー
ズ

や
、
幼
い
娘
の
日
常
写
真
と
彼
女
の
絵
画
で

構
成
さ
れ
る
「
ミ
ー
ナ
の
世
界
」、
愛
猫
の
シ

リ
ー
ズ
、
平
間
写
真
館
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
撮
影

さ
れ
た
作
品
群
な
ど
、
約
３
０
０
点
が
一
堂

に
会
す
る
。
箭
内
道
彦
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
生
ま
れ
た
、『
風
と
ロ
ッ
ク
』
掲
載
の

写
真
も
併
せ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
す
ご
い
グ
ル
ー
ヴ
感
！
」「
音
楽
聞
こ
え

る
よ
ね
！
」
テ
レ
ビ
番
組
の
ロ
ケ
で
展
覧
会
に

訪
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
何
度
も
口

に
し
た
。
音
楽
世
界
と
関
わ
り
の
深
い
彼
ら

の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
こ
と
ば
だ
と
思
っ
た
。

嬉
々
と
し
て
写
真
に
見
入
っ
て
い
る
彼
ら
と

一
緒
に
展
示
室
を
歩
い
て
い
る
と
、　
「
写
真

で
音
楽
を
鳴
ら
し
た
い
！
」
と
い
う
平
間
の

声
が
聞
こ
え
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

（
永
山
多
貴
子
）

「忌野清志郎、「NO MUSIC, NO LIFE.」
2008 年 6 月 -7 月」＠ Itaru Hirama

平間展展示風景ポスター

《場踊り》2007 年 ©Itaru Hirama
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ン
全
般
を
手
が
け
ま
し
た
。
動
植
物
モ
テ
ィ
ー

フ
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
か
ら
幾
何
学
的

な
直
線
や
曲
線
を
用
い
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
に
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
が
ら
、

時
代
の
先
端
を
行
っ
た
非
水
の
デ
ザ
イ
ン
は

色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
今
な
お
輝
き
を
放
っ

て
い
ま
す
。

　

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
創
刊
さ
れ
、

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
ま
で
続
い
た
文
芸

雑
誌
に
『
白
樺
』
が
あ
り
ま
す
。『
白
樺
』
に

は
、
詩
や
短
歌
、
小
説
と
い
っ
た
文
学
作
品
の

ほ
か
、
海
外
の
美
術
作
品
の
図
版
も
掲
載
さ

れ
、
若
い
芸
術
家
た
ち
の
関
心
を
集
め
ま
し

た
。『
白
樺
』
創
刊
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
柳

宗
悦
に
よ
っ
て
誌
上
で
紹
介
さ
れ
た
イ
ギ
リ

ス
の
挿
絵
画
家
が
い
ま
し
た
。
オ
ー
ブ
リ
ー
・

ビ
ア
ズ
リ
ー
で
す
。
短
い
伝
記
と
数
点
の
図

版
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
優
美
な
線
描
や
大
胆

な
白
と
黒
の
対
比
、
退
廃
的
で
妖
し
い
表
現

は
当
時
の
芸
術
家
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

企画展

開館時間：	午前９時 30分～午後５時（入館は午後４時 30分まで）
休  館  日：	毎週月曜日（ただし９月 16日、23日、10月 14日は開館、翌日休館）
入  場  料：	一般／ 1,000（800）円
	 	 高校・大学生、65歳以上／ 700（560）円
	 	 ※（　）内は 20名以上の団体料金
	 	 ※中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料

主　　催：郡山市立美術館
監　　修：山田俊幸（元帝塚山学院大学教授）
協　　力：大正イマジュリィ学会
企画協力：株式会社キュレイターズ

2024 年９月７日（土）〜 10月 27日（日）
大正イマジュリィの世界　〜モダンデザインの饗宴〜

　
「
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
」。
あ
ま
り
な
じ
み
の
な

い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ

（
“im

agerie

”）」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
図
像
を
意

味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
本
展
に
お
い
て
は
、

書
物
の
挿
絵
や
装
幀
、
絵
葉
書
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
に
み
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
表
し
ま
す
。

　

明
治
末
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

印
刷
技
術
の
発
展
と
と
も
に
視
覚
情
報
に
富

ん
だ
雑
誌
な
ど
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち

に
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
や
「
大
正
浪
漫
」

と
い
っ
た
時
代
を
象
徴
す
る
言
葉
が
生
ま
れ
、

政
治
や
社
会
、
文
化
の
各
方
面
で
民
主
化
が
進

み
、
大
衆
の
文
化
が
花
開
い
た
大
正
時
代
に

は
、
多
様
な
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
が
生
み
出
さ
れ

ま
す
。
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
世
界
を
華
や

か
に
彩
っ
た
の
は
、
藤
島
武
二
や
橋
口
五
葉
、

竹
久
夢
二
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方
法
を

模
索
し
て
い
た
画
家
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は
、

絵
画
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
の
表
紙
や
書
物
の

装
幀
、
企
業
の
広
告
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
の
分

野
に
お
い
て
新
た
な
活
躍
の
場
を
見
出
し
ま

し
た
。

　

当
時
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
概
念
や
言
葉
は
主

に
「
図
案
」
と
し
て
工
芸
を
飾
る
意
匠
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
書
籍

の
装
幀
や
挿
絵
、
広
告
と
い
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
の
世
界
へ
と
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
そ

の
流
れ
の
中
で
、
杉
浦
非
水
の
よ
う
な
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。

非
水
は
、
日
本
で
最
初
の
百
貨
店
と
な
っ
た

三
越
に
お
い
て
、
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

か
ら
約
27
年
に
わ
た
り
嘱
託
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
広
報
誌
の
表
紙
や
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

　

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
ビ
ア
ズ
リ
ー
作

品
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
書
物
や
版
画
作

品
な
ど
、
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
に
大
き
く
影

響
を
与
え
た
イ
ギ
リ
ス
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
も

併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
塚
本
敬
介
）

オーブリー・ビアズリー
《おまえの口に口づけしたよ、
ヨカナーン》

（オスカー・ワイルド『サロメ』
挿絵）　1893 年　当館蔵

杉浦非水
《初夏》（『三越』第 22 巻５号表紙）
1932（昭和５）年　個人蔵

橋口五葉　『NIPPON YUSEN KAISHA』（日本郵船パンフレット）
1914 〜 15（大正３〜４）年　個人蔵



THE
ROOF 64 4

　

お
酒
に
ま
つ
わ
る
美
術
と
い
え
ば
、
工
芸

作
品
と
し
て
の
酒
器
や
酒
宴
を
描
い
た
絵
画

な
ど
が
思
い
浮
か
ば
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
本

展
で
は
、
市
内
の
酒
造
家
や
県
内
外
の
多
く

の
ご
所
蔵
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
酒
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
で
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
約
２
５
０
点
を
展
示
、
人
と
酒
の
か
か
わ

り
か
ら
豊
か
な
美
術
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
市
内
で
出
土
し
た
土
器
の
酒
注
具

や
か
わ
ら
け
、
婚
礼
な
ど
で
使
わ
れ
た
角つ

の

樽だ
る

、

貴
重
な
室
町
時
代
の
瓶へ

い

子し

な
ど
を
展
示
し
、
古

く
か
ら
酒
が
祭
祀
や
ハ
レ
の
場
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

地
元
の
文
化
の
一
例
と
し
て
、
幕
末
の
学
者
、

安
積
艮
斎
の
酒
を
題
材
に
し
た
詩
や
、
江
戸

時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
郡
山
市
湖
南
地

区
の
福
良
で
生
産
さ
れ
て
い
た
福
良
焼
も
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

デ
ザ
イ
ン
の
章
で
は
、
郡
山
市
出
身
の
佐

藤
潤
四
郎
（
明
治
40
年
～
昭
和
63
年
）
デ
ザ

イ
ン
の
手
吹
き
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト
ル
《
ス
ー

パ
ー
ニ
ッ
カ
》
や
、
市
内
の
酒
造
の
趣
向
が

凝
ら
さ
れ
た
ボ
ト
ル
か
ら
、
酒
を
包
む
ボ
ト

ル
デ
ザ
イ
ン
が
お
酒
の
個
性
を
形
作
る
要
素

の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、「
赤
玉

ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
」
を
は
じ
め
、
お

酒
に
ま
つ
わ
る
デ
ザ
イ
ン
で
欠
か
せ
な
い
の

が
ポ
ス
タ
ー
芸
術
で
す
。
大
正
期
に
な
る
と

画
家
が
創
意
を
凝
ら
し
た
、
大
型
で
色
鮮
や

か
な
ポ
ス
タ
ー
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

豊
か
な
印
刷
芸
術
が
酒
販
に
華
を
添
え
ま
し

た
（
図
２
）。

　

展
示
室
後
半
を
彩
る
の
は
国
内
外
の
多
様

な
酒
器
た
ち
。
舶
来
の
ガ
ラ
ス
と
そ
れ
に
憧

れ
て
日
本
で
生
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
器
や
、
徳
利

を
主
要
な
生
産
品
の
ひ
と
つ
と
し
た
丹
波
焼
、

美
濃
焼
の
産
地
市
之
倉
の
盃
な
ど
、
様
々
な

背
景
を
持
つ
酒
器
が
一
堂
に
会
し
、
奥
深
い

魅
力
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
（
図
３
）。

　

こ
こ
で
は
、
当
館
で
も
人
気
の
高
い
佐
藤
潤

四
郎
の
ル
ー
マ
ー
杯
と
、
そ
の
基
と
な
っ
た
杯

の
共
演
が
実
現
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。
ガ
ラ

ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
佐
藤
潤
四
郎
は
、
ガ
ラ
ス
の
器

と
し
て
最
も
基
本
的
な
造
形
は
タ
ン
ブ
ラ
ー
に

あ
る
と
し
て
、
手
で
持
ち
、
口
に
運
ぶ
と
い
う

一
連
の
動
作
が
心
地
良
く
あ
る
よ
う
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
手
に
よ
く
馴
染
む
柔
ら
か
な
形
が
潤

四
郎
作
品
の
特
徴
で
す
。
タ
ン
ブ
ラ
ー
と
同
様

に
飲
酒
器
で
あ
る
《
ル
ー
マ
ー
杯
》
は
、
彼
の

ガ
ラ
ス
工
芸
に
関
す
る
広
範
な
知
識
と
作
風
が

合
わ
さ
っ
た
作
品
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
（
図
５
）。
ル
ー
マ
ー
（
レ
ー
マ
ー
）
杯
と

は
白
ワ
イ
ン
を
飲
む
た
め
の
ド
イ
ツ
の
伝
統
的

な
杯
で
す
。
一
説
に
は
滑
り
止
め
と
も
さ
れ
る

プ
ラ
ン
ツ
と
い
う
突
起
状
の
飾
り
が
つ
く
こ
と

が
多
く
、
特
徴
的
な
形
状
を
し
て
い
ま
す
が
、

佐
藤
潤
四
郎
は
ド
イ
ツ
の
レ
ー
マ
ー
杯
の
瀟
洒

な
形
に
緩
や
か
さ
を
与
え
、
温
か
み
の
あ
る
姿

に
仕
上
げ
ま
し
た
。

（
田
中
有
沙
子
）

２
０
２
３
年
11
月
３
日
（
金
・
祝
）

〜
12
月
24
日
（
日
）

主
催
：
郡
山
市
立
美
術
館

図１

図４ 図３

図２

図５　佐藤潤四郎
《ルーマー杯　なみなみの
ワインを》　当館蔵
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て
い
る
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て

彼
女
も
「
郡
山
で
ウ
ス
タ
ー
美
術
館
の
作
品

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
、
嬉
し
く
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
を
見
て
涙
が
あ
ふ
れ
た
」、

「
感
動
の
あ
ま
り
11
回
も
展
覧
会
を
訪
れ
た
」

と
い
っ
た
熱
心
な
美
術
フ
ァ
ン
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
感
想
は
、
当
館
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
り
、
何
よ
り
の
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
期
中
、
東
北
学
院
大
学
の
格
別

な
ご
厚
意
に
よ
り
、
大
学
構
内
の
施
設
で
展

5

　

印
象
派
誕
生
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
展
覧
会
「
印
象
派　

モ
ネ
か
ら
ア

メ
リ
カ
へ 

ウ
ス
タ
ー
美
術
館
所
蔵
」
は
、
当

館
が
１
９
９
２
年
に
開
館
し
て
以
来
、
開
催

さ
れ
た
企
画
展
の
な
か
で
、
過
去
最
多
と
な

る
約
６
３
，
０
０
０
人
も
の
来
場
者
を
お
迎

え
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

出
品
作
の
中
心
は
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊
に
あ
る

ウ
ス
タ
ー
美
術
館
の
豊
富
な
印
象
派
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
し
た
。
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ピ

サ
ロ
、
シ
ス
レ
ー
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
印
象

派
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
は
も
と
よ
り
、
日
本

で
は
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
、
ハ
ッ
サ

ム
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
印
象
派
の
絵
画
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

出
品
作
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
注
目
を

集
め
た
の
は
、
柔
ら
か
な
色
彩
と
繊
細
な
筆

づ
か
い
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
モ
ネ
の
《
睡

蓮
》
で
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
と
は

趣
の
異
な
る
、
ア
メ
リ
カ
特
有
の
絵
画
も
多

く
の
鑑
賞
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

ボ
ス
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
会
風
景
や
、

グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
な
ど
壮
大
な
自
然

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

展
覧
会
の
撤
去
作
業
を
担
当
し
た
ウ
ス

タ
ー
美
術
館
の
ク
ー
リ
エ
の
女
性
が
語
っ
て

く
れ
た
、
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
作
業
後
、
郡
山
駅
近
く
の
飲
食
店
に
入
っ

た
彼
女
は
、
店
内
に
飾
ら
れ
て
い
た
絵
は
が

き
に
目
を
留
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
展
出

品
作
品
の
絵
は
が
き
で
し
た
。
店
員
に
話
を

聞
く
と
、「
展
覧
会
を
鑑
賞
し
て
、
あ
ま
り
に

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
こ
の
絵
は
が
き

を
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
て
、
思
い
出
と
し
て
飾
っ

覧
会
と
印
象
派
の
魅
力
を
探
求
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
場
を
借

り
て
、
貴
重
な
作
品
を
お
貸
出
し
い
た
だ
き

ま
し
た
ウ
ス
タ
ー
美
術
館
、
国
内
の
美
術
館
、

並
び
に
多
大
な
る
ご
尽
力
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
た
関
係
各
位
、
そ
し
て
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
富
岡
進
一
）

企画展

主　　催：印象派展実行委員会
	 	（郡山市立美術館・福島中央テレビ・福島民友新聞社）
後　　援：アメリカ大使館
協　　賛：光村印刷
郡山展協賛：アリエル美容クリニック、エフコム、ギャラリー菜根、
	 	 福島県商工信用組合、福島日産自動車
協　　力：NX日本通運
企画・コーディネーション：日テレイベンツ
This exhibition was organized by the Worcester Art Museum

2024 年 4月 20日（土）～ 6 月 23日（日）

郡山市制施行100周年記念事業
福島中央テレビ開局55周年プレ記念事業
福島民友新聞創刊 130周年プレ記念事業

印象派　モネからアメリカへ　ウスター美術館所蔵
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表紙の
作品

　中澤弘光は、東京・芝に生まれた画家です。1896（明治29）年、東京美術学校西洋画
科選科に入学し、黒田清輝に学びました。本作には、京都・ 鴨川で舞妓たちが夕涼み
をする様子が描かれています。中澤は、日本の古典文学や古都の風俗をモティーフに
した作品を多く残しましたが、なかでも舞妓は彼が最も好んだ題材のひとつで、当館
にも本作のほかにもう一点、舞妓を描いた作品が収蔵されています。

郡山市立美術
館

Koriyama City
 Museum of Ar

t

〒963-0666
　福島県郡山市

安原町字大谷地
130-2

TEL.024－95
6－2200　 F

AX.024－956
－2350

https://www.
city.koriyama

.lg.jp/site/art
museum/
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◦　企画展 「平間至展　写真のうた　-PHOTO SONGS-」

◦　企画展 「大正イマジュリィの世界　〜モダンデザインの饗宴〜」

◦　報告 「酒と醸す美術　美酒と美器への憧れ」

◦　報告 「印象派　モネからアメリカへ　ウスター美術館所蔵」

◦　常設展示のご案内

◦　Report

◦　Information

中澤弘光　《灯（
加茂川夕涼）》

1914（大正３）
年

油彩・キャンバス
　当館蔵

中澤弘光　《灯（加茂川夕涼）》
1914（大正３）年　油彩・キャンバス　当館蔵

郡山市立美術館では、４つに分かれている
常設展示室をそれぞれにテーマを設定し、

所蔵作品を紹介しています。

常設展示室紹介
2024 年７月 10日（水）〜９月 29日（日）

音声ガイドはじめました
今年度より、当館の常設展示室では、音声ガイドがご利用いただ
けます。
展示作品の中から選りすぐりの作品を音声で解説しています。

QR コードで音声ガイドに接続

（アプリをダウンロード
していただく必要はござ
いません）

お聞きになりたい
作品の番号ボタン
を押してください

次回常設展のご案内
2024年10月２日（水）〜12月27日（金）

展示室１ ウィリアム・ブレイク特集
展示室２ 福島ゆかりの日本画
展示室３ フロンティア精神のひとびと
展示室４-１ 浜田庄司とエリック・ギル
展示室４-２ クリストファー・ドレッサーの芸術

まなざし、その表情
11
展示室展示室

郡山の彫刻家たち
33
展示室展示室 大正という時代

22
展示室展示室

工芸・デザイン・素材
4-24-2
展示室展示室 版画の技法と表現

4-14-1
展示室展示室
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講演会「和ガラスの見方　びいどろとギヤマンの材質、美意識の違い」
2023 年 11 月 11 日（土）

場所：多目的スタジオ

講師：岡泰正さん
　　　（神戸市立小磯記念
　　　美術館館長）

講演会「ロイヤル コペンハーゲン　
　　　　ビング オー グレンダール」
2024 年２月 18 日（日）

場所：多目的スタジオ

講師：塩川博義さん
　　　（日本大学教授、コレクター）

ワークショップ「オリジナルのボトルラベル＆カード作り」
2023 年 12 月３日（日）

場所：階段ホール

講師：増子哲平さん（書家）

ミュージアムコンサート「美酒と醸すジャズの夕べ」
2023 年 12 月９日（土）

場所：階段ホール

出演：仁井田真樹さん（ピアノ）
　　　上野まことさん（テナーサックス）
　　　吉田大陽さん（ベース）、増子雄児さん（ドラムス）

「美酒と醸す美術ツアー」
2023 年 12 月 16 日（土）

場所：企画展示室、笹の川酒造

案内：当館学芸員

ワークショップ「テンペラ技法を楽しむ」
2024 年２月 10 日（土）、11 日（日）

場所：創作スタジオ

講師：齋藤ナオさん（画家）

講演会「日本酒、その粋な世界」
2023 年 11 月 19 日（日）

場所：多目的スタジオ

講師：小泉武夫さん
　　　（東京農業大学名誉教授、
　　　農学博士）

特別ギャラリートーク
2024 年３月 23 日（土）

場所：常設展示室２、３室

講師：久山雄甫さん
　　　（神戸大学准教授）

ワークショップ「はじめての陶芸〜酒器などのうつわ作り」
2023 年 12 月 17 日（日）

場所：創作スタジオ

講師：志賀喜宏さん
　　　（陶芸家、あさか野焼窯元）

文化講座「まつろわぬ民 2024 更地のうた」
2024 年２月３日（土）

場所：階段ホール

出演：白崎映美さん、佐藤正宏さん
　　　堀井政宏さん、吉田佳世さん
　　　ファンテイルさん（ギター）

企画展「酒と醸す美術」関連

第 15 回風土記の空　〜郡山市内の中学校美術部による作品展〜

企画展「ロイヤル コペンハーゲン
と北欧デザインの煌めき」関連

常設展
「“ 雰囲気 ” を展示する」関連

会期：2023 年 11 月３日（金・祝）〜 12 月 24 日（日）

会期：2023 年 11 月 17 日（金）〜 12 月 27 日（水）

会期：2024 年１月 30 日（火）
〜３月 24 日（日）

会期：2024 年 1 月 30 日（火）
〜４月 21 日（日）

場所：美術館ロビー

参加中学校：日和田中学校、喜久田中学校、郡山第三中学校、郡山第四中学校、郡山第七中学校、
緑ケ丘中学校、富田中学校、小原田中学校、西田学園（計９校）



郡山市立美術館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666　福島県郡山市安原町字大谷地 130-2
TEL.024－956－2200　 FAX.024－956－2350
https://www.city.koriyama.lg.jp/site/artmuseum/
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第 22 回　風土記の丘の美術展
―郡山市内の小学生による作品展―

会期：2024 年７月 27 日（土）〜８月 23 日（金）

主催：郡山市立美術館
　　　郡山市小学校造形教育研究会

場所：美術館ギャラリー（入場無料）

４期に分けて、週替わりで展示します。
今年も元気いっぱいな作品が並びました。

第１期：2024 年 7 月 27 日（土）〜 8 月 2 日（金）

東芳小学校、桜小学校、桑野小学校、大島小学校、緑ヶ
丘第一小学校、小山田小学校、大成小学校、朝日が丘小
学校、宮城小学校、海老根小学校、御舘小学校、西田学
園、湖南小学校

第２期：2024 年 8 月 3 日（土）〜 8 月 9 日（金）

郡山ザベリオ学園、日和田小学校、高倉小学校、行健小
学校、行健第二小学校、明健小学校、小泉小学校、行徳
小学校、安積第一小学校、安積第二小学校、安積第三小
学校、永盛小学校、柴宮小学校

第３期：2024 年 8 月 10 日（土）〜 8 月 16 日（金）

穂積小学校、三和小学校、多田野小学校、河内小学校、
片平小学校、喜久田小学校、熱海小学校、安子島小学校、
守山小学校、御代田小学校、高瀬小学校、谷田川小学校、
金透小学校

第４期：2024 年 8 月 17 日（土）〜 8 月 23 日（金）

芳山小学校、橘小学校、小原田小学校、開成小学校、芳
賀小学校、桃見台小学校、赤木小学校、薫小学校、富田
小学校、富田東小学校、富田西小学校、大槻小学校、白
岩小学校

今夏から新登場の
レモンの爽やかな酸味がシュワっと弾ける
生レモンとミントを添えた当店オリジナルの
「レモンスカッシュ」と
それに濃厚バニラアイスクリームをのせた
「レモンクリームソーダ」。
甘くてクリーミーなアイスが溶けていく
味わいの変化をお楽しみください。

【メニューのご案内】

メニューや料金、営業時間は予告なく変更となる場合が
ございます。
あらかじめご了承ください。

★当カフェのドリンクメニューは
　全てテイクアウト可能です。◦レモンスカッシュ	 ¥550円

◦レモンクリームソーダ	 ¥700円

第 22 回　風土記の丘の美術展　展示風景

web サイト Facebook Instagram


